
令 和 ８ 年 ４ 月 ２ ４ 日

札 幌 開 発 建 設 部

道央圏
どうおうけん

連絡
れんらく

道路（中樹林
なかじゅりん

道路※）

開通後の交通状況をお知らせします

～災害面、産業、物流、観光における効果～

・交通量等の詳細については、別紙をご参照ください。

※中樹林道路は、令和 7年 3月 15 日に開通した国道 337 号の南幌ランプ～江別太交差点間の道路です。

【問合せ先】国土交通省 北海道開発局 札幌開発建設部

道路計画課長 小林
こばやし

暁
さとる

（電話番号 011-611-0239ダイヤルイン）

広報官 福島
ふくしま

志乃
し の

（電話番号 011-611-0279 ダイヤルイン）

札幌開発建設部ホームページ https://www.hkd.mlit.go.jp/sp/

令和 7 年 3 月 15 日に開通した道央圏連絡道路 中樹林道路の開通後の交通状況等について、

お知らせします。

＜開通区間の交通量の状況＞

○中樹林道路開通後の 24 時間交通量（1年平均）は、約 3,400 台でした。

○中樹林道路の開通に伴い、道央圏連絡道路の開通済区間の交通量は、開通前と比較して

約 5～8％増加していました。

＜開通に伴う効果＞

○令和 8 年 1 月の大雪により札幌都心部の旅行速度低下や高速道路の通行止めが発生した際、

リダンダンシー効果を発揮し、積雪に強い強靱な交通インフラとして貢献しました。

○道央圏連絡道路沿線地域では、企業の立地件数が堅調に推移しており、営業倉庫が過去 10 年

間で約 16％増加する等、地域経済・産業の活性化や輸送の効率化を支援しています。

○道央圏連絡道路の整備によって港湾・空港アクセスが向上し、設備投資や付加価値の向上に

向けたブランド化の取組みなどを支援しています。

○中樹林道路の整備により、貨物車等の大型車両が中樹林道路へ転換することで、南幌市街の

生活・交通環境が改善しました。

○南幌町の施設・イベントには、町外から幅広い世代の方が来場しており、レジャー・観光ア

クセスを支援しています。












